
報告事項第 22 号(1) 

立山町公共交通活性化協議会公式ＳＮＳ（Ｘ）の開設について 

 

１ 趣 旨 

当協議会の開催状況、構成員等が行うイベント、取組等の各種情報を広くかつ

タイムリーに町内外に発信し、公共交通の利用を促進するため、それらのツール

の一つとなるＸアカウントを開設したもの。 

 

２ 概 要 

⑴ 開設日   令和７年７月８日（火） 

⑵ 更新頻度  適宜 

⑶ 投稿実績  35 件（リポスト等を含む。） ※ 令和７年８月 26 日時点 

 ⑷ ページ画面 以下のとおり 

 

 



報告事項第 22 号⑵ 

地鉄電車のヒミツ発見！の開催結果について 

 

１ 趣 旨 

子供たちに鉄道への親しみを感じていただくとともに、この重要性を伝える

機会を提供することにより、子供たちの当事者意識の醸成及び鉄道の利用促進

につなげることを目的に、イベントを開催したもの。 

 

２ 実施概要 

⑴ 開催日時 令和７年８月６日（水） 

        第１部 13：30～14：10 第２部 14：20～15：00 

⑵ 場 所  立山町防災児童館複合施設（アカリエ） 会議室 

⑶ 主 催  一般社団法人立山子育て支援センター 

⑷ 協 力  富山地方鉄道株式会社、立山町 

 

３ 実施結果 

⑴ 参加者数 38 人（うち小学生 16 人、未就学児４人） 

⑵ 当日の様子 

  

  

４ アンケート結果（ｎ＝26） 

 ⑴ 公共交通利用経験 あり：85％   なし：15％ 

 ⑵ 利用意識への影響 あり：96％   なし：４％ 

 ⑶ イベント満足度  高い：92％   高くない：８％ 

 ⑷ 次回参加意向   積極的：88％  消極的：12％ 

 



報告事項第 22 号⑶ 

立山駅開業 70 周年記念プロジェクトの結果等について 

 

１ 概 要 

富山地方鉄道立山線の終着駅かつ立山黒部アルペンルートの玄関口である立

山駅が本年７月１日をもって開業から 70 周年の節目を迎えるに当たり、その歴

史を振り返るとともに、重要な観光拠点としての当駅が未来へつながる希望あ

ふれる場所であり続けることを願うプロジェクトとして、クラウドファンディ

ングにて調達した資金を原資に、各種イベントを行うもの。 

 

２ 実施結果 

 ⑴ クラウドファンディング 

  ［実施期間］ 令和７年５月 14 日から同年６月 30 日まで 

  ［実施方法］ クラウドファンディングとやまを運営する READYFOR 社の 

Web サイトを活用して実施。 

  ［目標金額］ 600,000 円 

  ［支援総額］ 1,890,000 円（達成率：315％）  

 ⑵ イベント 

  ８月 11 日（月・祝）に開催予定であった以下の内容については、大雨警報

発令により全て中止とし、改めて 10 月 18 日（土）に、内容を再編した上で開

催することを決定。現在詳細を調整中であり、決定次第、町ＨＰ等で周知予定。 

［記念ブース］ 

   ・ 山の日にあわせ、「たてやまの魅力・地域の魅力」を紹介する記念ブ

ースを出展するもの。 

  ［地鉄で GO！夏の大冒険！！］ 

   ・ 立山駅 70 周年の節目を祝うとともに、公共交通の利用意識の醸成や

その重要性の理解促進につなげるため、未来を担う子供たちとその保

護者を対象に、ワークショップや記念貸切列車等への乗車等を行うも

の。 

 



立山町地域公共交通計画の策定に関する最近の動向について（その３）（本協議会直営事業）

報告事項第22号⑷

○ 公募により住民や関係者を対象として、交通事業を考える「対話会」を実施。
○ 鉄道の日などに様々な体験会や講座を開催する「子どもたちに鉄道を知ってもらおう（鉄

道の事業）」、ＡＩオンデマンド交通等を活用する「利用者を増やすための取組（バスの
事業）」の２つの事業のアイディアを提案。

令和７年８月24日（日）

立山町交通「対話会」 in みらいぶ
対話で築こう、「公共交通」～選ばれ続ける、ちょうどいいまちへ～

立山町元気交流ステーショみらいぶイベント広場

日 時

会 場

参加者 ７名（３～４名×２グループ）

・ワークショップ
ＳＴＥＰ１「重要な施策を考えよう！」
ＳＴＥＰ２「住民主体の事業をつくろう！～わたしたちができること～」

・グループ発表
・イチオシの事業の投票

概 要

写 真



STEP１
テーマ グループA 電車やバスの重要な施策を考えよう！



STEP２
テーマ グループA 住民主体の事業をつくろう！～わたしたちができること～



STEP１
テーマ 電車やバスの重要な施策を考えよう！ グループB



STEP２
テーマ 住民主体の事業をつくろう！～わたしたちができること～ グループB



報告事項第 22 号⑸ 

親子でおでかけ事業の実施について 

 

１ 目 的 

富山県内の小学校・特別支援学校の児童を対象に、公共交通の「無料乗車きっ

ぷ」を配布し公共交通機関を利用する機会を提供することにより、児童期から公

共交通の魅力を学び、将来、自動車だけでなく公共交通機関も選択する意識を醸

成し、もって公共交通の利用促進につなげることを目的とする。 

 

２ 実施内容 

⑴ 期 間 令和７年７月 19 日（土）から８月 31 日（日）まで 

⑵ 対象者 富山県内の小学校・特別支援学校の児童 

⑶ 主 催 県内 15 市町村 

 ⑷ 共 催 富山地方鉄道株式会社、あいの風とやま鉄道株式会社、加越能バ

ス株式会社、万葉線株式会社、株式会社富山市民プラザ 

 

３ 過年度実績 

 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

全 体 6,349 人 2,084 人 2,675 人 6,824 人 5,268 人 7,873 人 

立山町 182 人 47 人 86 人 183 人 176 人 266 人 

 

４ その他 

 今年度は、本イベントのタイアップ企画として、立山町営バスへの効果波及を

目的とした「おでかけきっぷ」利用者への「特製缶バッチ」配付事業を実施。 

 

 



報告事項第 22 号⑹ 

バスの日記念イベント「バスの乗り方教室」の開催について 

 

１ 目 的 

バスの日である９月 20 日の記念イベントとして、町内の保育園児（年長）に、

バスの乗降方法、乗車マナー・ルール等のバスの正しい乗り方等を楽しく学んで

いただくことにより、バスを身近なものとして認識いただくとともに、バスの利

用の促進につなげることを目的とする。 

 

２ 概 要 

⑴ 日 時 令和７年 10 月７日（火） 10 時 15 分から 11 月 15 分まで 

⑵ 主 催 公益社団法人富山県バス協会 

⑶ 共 催 富山地方鉄道株式会社 

⑷ 対象者 みどりの森保育園に通う年長児 26 人 

⑸ 内 容 挨拶、バスの乗り方説明、乗降車体験、記念撮影等 

 

３ 昨年度の様子 

 

 

４ その他 

 本取組は、公益社団法人富山県バス協会が通算２回目として昨年度に引き続

き行うものであり、本町では初となる取組です。 


